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 レーザー核融合の衝撃波点火方式は流体不

安定性や高速電子による先行加熱を抑制し、少

ない投入エネルギーでの点火が可能と期待さ

れている。この方式では2段階に分けてレーザ

ーを照射し、圧縮と点火を引き起こす。シミュ

レーションによると点火過程において、

300Mbarを超える衝撃波圧力の生成が必要であ

り、この超高圧力の実現が大きなマイルストー

ンと考えられている。超高圧力の生成には、1016 
W/cm2程のスパイクパルスの照射が想定されて

いるが、実験においてこのような超高圧力の生

成には未だ至っていない。一方でパラメトリッ

ク不安定性の結果生成する高速電子の有効活

用により、通常想定される古典吸収による衝撃

波圧力を超える圧力の生成が可能であると期

待されている。 
 本研究はパラメトリック不安定性の結果生

成する高速電子の挙動と衝撃波圧力の同時評

価により高速電子による衝撃波圧力の増大を

実験的に評価した。本研究で使用したターゲッ

トは図1に示しており、基本的にはCH層はアブ

レータ、Cu層は高速電子吸収層, Qz層は衝撃波

伝播層と分類される。高速電子の挙動は電子ス

ペクトロメータやX線スペクトロメータにより

評価し、衝撃波圧力の挙動は速度干渉計と輝度

温度計により評価した。計測器配置は図２の通

りである。レーザーの照射条件は波長527 nm、

照射強度1015~1016 W/cm2を基本とし、さらに波

長527 nm及び351 nm、照射強度1014~1015 W/cm2

のプレパルスを付加した条件でのデータも取

得した。 
 プレパルス有りの条件では高速電子の発生

量が増大した。プレパルスによるプラズマスケ

ール長の拡大が高速電子の生成を促進したた

めである。これらの実験結果の衝撃波圧力評価

値を流体シミュレーションILESTAと比較した。

ILESTAは高速電子の効果を含んでいないため、

実験結果とILESTAによるシミュレーション結

果の乖離は高速電子効果と考えられる。プレパ

ルス有りの条件では、実験結果の衝撃波圧力は

シミュレーション結果より高く、さらにプレパ

ルス有り条件でも特に短波長351 nmで比較的

高強度のプレパルス照射条件で最も衝撃波圧

力が高くなった。これは先行圧縮による高速電

子吸収層の高密度化の効果と考えられる。 

図1 ターゲット  図２計測器配置 
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